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■□■ショートコメント■□■ 

◆チラシにはまず次の見出しで次のように本作が紹介されている。 

 

 

◆続いて、次の見出しでも次のように本作が紹介されている。 

メモリーズ・オブ・サマー 

2016年／ポーランド映画 

配給：マグネタイズ／83分 

2019（令和元）年7月14日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督・脚本：アダム・グジンスキ 

出演：マックス・ヤスチシェンプス

キ／ウルシュラ・グラボフス

カ／ロベルト・ヴィェンツキ

ェヴィチ／パウリナ・アンギ

ェルチク／ヤクプ・ルスティ

ク 
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◆さらに、日経新聞の２０１８年６月６日付「文化往来」では、本作について次のよう

に紹介されている。 
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◆本作は冒頭、１２歳の少年ピョトレック（マックス・ヤスチシェンプスキ）とその美し

い母親ヴィシア（ウルシュラ・グラボフスカ）が、２人並んで歩くシーンから始まる。２

人がどこへ向かっているかはわからないが、踏切付近でピョトレックの動きが何かヘン。

そして、一人先に進んでいたヴィシアがふと後ろを振り返ると、ピョトレックは踏切の手

前で立ち止まっており、その右手からは列車が・・・。こりゃ一体何が・・・？そこで、

ヴィシアは大声で息子の名前を叫んだが・・・。 

 

◆そんな冒頭のシーンはかなり衝撃的だが、その後の本作はピョトレックの「ひと夏の

体験」を淡々と追っていくだけ。父親イェジー（ロベルト・ヴィェンツキェヴィチ）は出

稼ぎに出ているため、ピョトレックとヴィシアは二人暮らしだが、この２人は相当仲がよ

さそうだ。もっとも、夕方になると、めかし込んで外に出て行くヴィシアの動向が少し気

がかりだが・・・。 

他方、ピョトレックの方も、夏休み中に都会から近くに引っ越してきた美少女マイカ（パ

ウリナ・アンギェルチク）との出会いにワクワク。泳ぎに行ったり、自転車で列車と競争

したり・・・。しかし、この少女には別のボーイフレンドが・・・？ 

 

◆キネマ旬報７月上旬号の「REVIEW 日本映画＆外国映画」では、３人の映画評論家

のうち１人は星５つを付けているが、後の２人は星３つ。本作は邦画の作り方とは全く異

質の、ポーランド発の情感溢れる少年のひと夏の体験物語だが、こんな母親と息子の関係

を一体どう考えればいいの？星５つの評論家は「幼年期の終わり、ママとの揺籃的関係の

終わりをこれほど馬鹿正直に撮った例を知らない。」と表現しているが、私はそんな例を全

然知らないから、本作にも、この解説にもかなり違和感が・・・。まあ、本作は悪くはな

いが、結論的にはかなり退屈・・・。 

２０１９（令和元）年７月１７日記 

 

 


